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令和５年中（９月３０日現在）
多摩市内で発生した火災は２０件、
救急件数は過去最多の７，３２６件！！
迅速、的確な初期消火と、救急車の適正利用で
多摩市の安全安心を守りましょう！！

さあ、ページを開いて中身をチェック！

令和５年度 東京消防庁 火災予防標語

目で確認 声出し確認 火の用心
作者 岩崎 公瑠美 さん（清瀬市在学）

日時：１１月９日（木）１３時３０分から
場所：永山公民館（５階）ベルブホール

（多摩市永山１－５）
(第１部)
１３時３０分～
・火災予防業務協力者表彰式
(第２部)
１４時３０分～
・林家錦平師匠による防火防災にちなんだ落語
・かっぽれ 楽喜会社中
※入場は先着順。満席になり次第締め切ります。

※多摩市の火災写真ではありません

防火のつどい

～多摩消防署からのお知らせ～

消防に関する問合わせ先

多摩消防署
多摩市諏訪１－６９
℡０４２－３７５－０１１９

多摩センター出張所
多摩市鶴牧１－２７－１
℡０４２－３３９－０１１９

ホームページはこちら！

モバイルバッテリー、電池は、濡れたり、ほかの金属と触れると発火する恐れが
あります！
エアゾール(スプレー)缶、カセットボンベ、ライターなどは、使い切りましょう！
ルール・マナーを守って、安全にごみを出しましょう！
※今回発生した火災の写真ではありません

ゴミ収集車から火災発生！

～やりましょう！維持管理！～
火災の発生を早期に知らせてくれる住宅用火災警報器。
機能を保つためにも日常点検をお忘れなく！

★機種ごとの取り扱いは、取扱説明書またはメーカーに
お問い合わせください。
★交換目安は１０年です。

ひょっとして・・・
まだダウンロードしてないの？！
便利な機能が盛りだくさん
なのに・・・。
今すぐ「ダウンロード」しちゃおう！



昨年は、多摩市内で４名の方が火災によりお亡くなりになって
しまいました。死者の発生した主な火災原因の「たばこ」「ストーブ」
「こんろ」について、取り扱いに注意しましょう。

救急車の出場件数は年々
増加し、９月３０日現在の多摩

消防署の救急隊３隊の出場件数は過去最多
を記録しています！でも・・・
そのうち約４０％は軽症なんです！
病院に行くか救急車を呼ぶか迷ったときは
＃７１１９を上手に使って、引き続き救急車の
適正利用にご協力をお願いします。

本当に必要な時、本当に必要な場所へ
向かえるように。

●寝たばこは絶対にしない！
●吸殻は水をかけて捨てる！
●灰皿の吸殻はためない！

●調理中は離れない！
●こんろ周辺に物を置かない！
●防炎品（エプロン、

アームカバー）を使用！

●ストーブの周りには
燃えやすい衣類や布団を置かない！
●外出時や就寝時は必ず消す！
●石油ストーブの給油は必ず消して
から行う

関東大震災から１００年・・・。守ろう！その手で。

① 死者・行方不明者の９割が！
大正１２年９月１日１１時５８分、関東大震災が発生しました。

東京での被害は、焼失家屋が約２２万棟、焼損面積が東京ドー
ムの約１，４００倍、死者・行方不明者が約６万９，０００人で、死
者の９割は火災によるものだったのです！

② 行きたくても、すぐには行けません・・・
大きな地震が発生したら、建物が崩れたり、火災が発生したり・・・。誰もが「消防車！」「救急車！」と

思い浮かべ「１１９番」に電話をかけるかもしれません。そう、誰もが。

多摩市民は約１４万８，０００人。同時に消防車や救急車を呼ぶことになったら・・・。ちなみに、東京
消防庁全体での消防車両の数は約１，９００台。

④ 火災による被害を最小限に食い止める
のに重要なこと。それは・・・。

大きな地震が発生したとき、火災による被害を最小限に食い

止めるため重要なのは「初期消火」です。みなさん、万が一に備
え、初期消火訓練を実施しましょう。たとえ火災が発生しても、火
災が拡大する前に初期消火を行えば、被害を最小限に食い止
めることができます。自治会、管理組合等、地域で手を取り合っ
て防災訓練を、事業所の方々は自衛消防訓練を実施しましょ
う！これらの訓練は、皆さんが作りあげることに意義があります。
自助・共助を担うのは、みなさんです！

★防災訓練に関する相談・・・警防課地域防災担当へ
★自衛消防訓練に関する相談・・・予防課防火査察係へ

③ 「自助・共助・公助」
みなさん、「自助・共助・公助」と

いう言葉をご存じでしょうか？「公
助」は公的機関による助けのこと、
「共助」は地域等で助けあうことを意
味します。そして「自助」とは、自分
（たち）のことは自分（たち）で助ける
ということです。大震災発生時、公
的機関もフル稼働で活動にあたりま
すが、すべての方々にすぐ手を差
し伸べられるわけではありません。
ですから、みなさんの「自助・共助」
が非常に重要になってきます。

火災による死者を最小限に！ 大切な人に命の危機が！
そんな時、救急車が来なかったらどうしますか？

初期消火に有効！消火器の取扱い


